


【国保】

K-4 Ｋ022 組織拡張器による再建手術（一連につき）の取扱いについて

《令和元年８月２９日新規》

○ 取扱い

Ｋ022 組織拡張器による再建手術（一連につき）については、部位毎に
組織拡張器の挿入が必要と判断できる場合は、各々の部位に対して算定を

認める。

○ 取扱いの根拠

Ｋ022 組織拡張器による再建手術（一連につき）については、平成 24 年
度の留意事項通知に「治療に要した日数又は回数にかかわらず、一連のも

のとして所定点数を算定する。」、「１患者の同一疾患に対して１回のみの

算定であり、１回行った後に再度行っても算定できない。」と記載されて

いるが、「同一疾患」の取扱いについては、明確に示されてはいない。

Ｋ022 組織拡張器による再建手術については、傷病名が「熱傷瘢痕」で
あっても、医学的に各々の部位に対して、それぞれの「組織拡張器」を用

いて再建を行ったと判断できる場合、医科点数表の手術通則 2 に「手術
にあたって、（略）別に厚生労働大臣が定める保険医療材料を使用した場

合は、前号に算定した点数及び（略）第 5 節の各区分（略）を合算した
点数により算定する。」の要件に該当するため、各々の手技料が算定でき

る。

傷病名等において広範囲熱傷のように部位が特定できない場合は、診療

内容も含めて総合的に判断する必要がある。

なお、平成 26 年度診療報酬改定において、次の留意事項通知の下線部
が改正されたことから、複数部位に対する取扱いが明確にされたものであ

る。

【平成26 年3 月5 日付け厚生労働省通知保医発0305 第3 号（抜粋）】
⑹ 原則として１患者の同一部位の同一疾患に対して１回のみの算定で

あり、１回行った後に再度行っても算定できない。ただし、医学的な必要

からそれ以上算定する場合においては、その詳細な理由を診療報酬明細書

の摘要欄に記載すること。


